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未 来 へ の 確かな 鼓動
進む まち づくり

3
年
度
決
算
の
あ
ら
ま
し

本
決
算
は
開
会

中
の
区
議
会
で

審
議
中
で
す

3
年
度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
現
在
、
第
3
回
区
議
会
定
例
会
で
審
議
中
で
す
。
区
民
の
皆
さ
ん
が
納

め
た
税
金
は
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
3
年
度
決
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
歳
入
(
2
千
5
7億
円
)

3
年
度
も
一
般
財
源
の
特
別

区
税
が
堅
実
な
伸
び
を
示
し
ま

し
た
。

特
別
区
税
は
所
旧
の
増
大
と

納
税
義
務
者
数
の
増
加
に
伴
っ

て
棍
億
円
、
対
前
年
度
比
6
.
0
%

の
増
。
特
別
区
交
付
金
は
7
1
2億

円
、
対
前
年
度
比
U
%
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

一
方
、特
定
財
源
で
は
、国
用

支
出
金
が
1
5
5
億
円
、
対
前
年
度

比
同
舟
都
支
出
金
は
5
3億
円
、

対
前
年
度
比
1
3・
2
%
の
弓

繰
入
金
が
8
7億
円
、
対
前
年
度

比
9
3・
8
%
の
増
で
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
歳
入
に
お
け

る
一
般
財

。源
の
構
成
比
は
6
1
・
2
%

と
な
り
ま
し
た

。

□
歳
出
(
1

千
9
7
8億
円
)

行
政
改
革
や
事
務
事
業
の
兒

直
し

、
職
員
増
の
抑
制
等
の
努

力
で

、
歳
出
に
占
め
る
義
務
的

経
費
(

ど
う
し
て
も
支
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
経
費
)
の
割

合
が
、
昨
年
よ
り
目
ポ
イ
ン
ト

減
り
、
3
8
・
2
%

と
な
り
ま
し

た

。

節
減
努
力
し
た
財
源
は
、
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
在
宅
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
ス
イ
ム
ス

ホ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
う
き
う
き

館

、
す
い
す
い
ら
ん
ど
綾
瀬

、(

仮
称
)
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

・

ホ
ー
ル
、
統
合
新
校
(
千
寿
本

町
小
学
校
)
・
(
仮
称
)
千
住

鵬
水
プ
ー
ル
の
建
設
や
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
、観
水
水
路
、公
園
、

道
路
、下
水
道
等
の
整
備
な
ど
、
2
1

世
紀
に
向
け
て
の
ま
ち
つ
く

り
事
業
に
柵
極
的
に
充
当
し

ま
し
た
。

ぼ
で
は
、
今
唆
も
健
全
な

財
政
運
営
を
図
り
、
さ
ら
に

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

財源別歳入決算額

目的別歳出決算額

性質別歳出決算額

国民健康保険特別会計

歳入決算額366億円

歳出決算額357億円

老人保険医療特別会計

歳入決算額261億円

歳出決算額261億円

3 年度に行った主な事業
1. 首都の生活をささえる自立するまち
( 1) リサイクJし推進4, 433 万円
( 2) 矗T 指導育成22, 442 万円
( 3) 中丿企業融貝1 飽, 瀏〕万円
( 4) 市荏i地再開発17, 1 Ⅲj 円
( 5) 産業振興2, 1 餡万円2.

禰と水の豊かな潤いのあるまち
〔1 〕親水対懾273, 933 万円
( 2) 河川浄化2, 739 万円
【3 】緑化推進119, 796 万円
( 4) 公圃整備122, 661 万円3.

連帯して築く、6 のふれあいの豊かなまち
( n 老人福祉対策565, 921 万円
〔2 〕櫑覆施設霎備3 創, 4( M万円
( 3j 生活髦塵1, 339, 410 万円
( 4) コミュニティ住環境整備89, 600 万円
で5〕住宅政策2, 051 万円4.
● 讎とき拿か保障さn 、安6 して注めるまち

( n 着市整● 47, 328 万円
( 2) 吸人跼及ぴ老人保健法に基づく予防Si m51, 738 万円
( 3) 公共下水道聾備68 冫, I s3万円5.

交通旛設のととのった便利なまち
〔1 〕交通対策10, 141 万円
〔2 〕駐車網対策47, Z45 万円
〔3 〕逎1! !麌擢整備499, 721 万円
( j l ) 摺市册圖道路警桶287, 1s! 万円6.
歴史や風土を愛し、豊かな凛胄が保障さ11、文化の
劃透できるまち
( 1) 学校絶設整瞞569, 9 リ万円
( 2) 朏洵内容の充実169, 859J j 円
( 3) 生雇儂育推進28, 323 万円
( 4) ( 仮穗) 児蔔文化

センター・ホール建設142, 971 万円
( 5) 們の塚温水フーjしの改築4 圍、1砺J j円
( 61 総合スポーツセンター多目捌xi楊のi 訛109, 3 剩万円
( 7) 東綾瀬公翩フーjし・

? イススヶ- 卜 襴建設59, 084J j 円7.

肝・ 実現のための粂霈讐備
( 1) Fi 廁建設貝金積立金130, 527 万円
( 2) 舎人新繃・常曽新線建設蕀金捩11金147, 484 万円
( 3) 総合文化施讀建設資金積f z 金133, 2375 円

「
目
指
す
の
は

、
子
ど
も
た
ち
の
夢

と
未
来
を
託
せ
る
ま
ち

£

だ
ち
趾

第
9
回
駅
前
放
置
自
転
車

ク
リ
ーン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

あな たから 進 んで
なくそう 放置自転車

10月20日～26日

□
駅
前
に
自
転
車
を
放
置
す

る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う

f
台
く
ら
い
″
と
置
い

た
自
転
車
が
大
量
の
放
置
自

転
車
と
な
り
、
安
全
な
交
通

や
火
災
等
の
際
の
緊
急
活
動

を
妨
害
す
る
ぱ
か
り
か
、
駅

前
広
場
な
ど
の
迴
覿
を
刪

ね
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
憩
い

の
場
と
し
て
の
空
間
を
奪
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
区
で
は
、
昭

和
5
8年
に
「
東
京
都
足
立
区

自
転
車
の
駐
車
秩
序
及
び
自

転
車
駐
車
場
の
整
備
に
関
す

る
条
例
」
を
制
定
し
、
区
内

各
駅
の
周
辺
川
a
以
内
を
自

転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指

丐

放
置
自
転
車
の
撤
去
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
駅
前
か
ら
放
置
自
転
車
を

な
く
そ
う

1
0月
2
0凵
～
2
6日
の
間
、

駅
前
か
ら
放
置
自
転
車
を
追

放
す
る
た
め
、
都
と
の
共
催

で
、「
第
9
回
駅
前
放
置
自
転

車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
展
開
。
期
間
中
は
、

北
千
住
駅
を
は
じ
め
区
内
各

駅
頭
で
、
啓
発
活
動
等
を
行

い
ま
す
。

し
か
し
、
放
置
自
転
車
を

一
掃
す
る
に
は
、
区
民
の
皆

さ
ん
の
協
力
が
不
可
決
で

す
。
駅
に
近
い
方
は
、で
き

る
だ
け
歩
く
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
遠
距
離
で
自
転
車
を

利
用
す
る
方
は
、
決
め
ら
れ

た
自
転
卓
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

・
自
転
車
対
策
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
0
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く ら し の

情
報

本庁舎( 干 住) へのお問い台 わせは・・
3882- 1111 ㈹

本庁舎以外へのお問い合わせは
それぞれの電話番号( 緑色) へ。

福

祉

現
況
届
の
提
出
を

ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
助
成
制
度

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
威

制
度
の
受
給
者
の
方
へ
、
1
0月
6

日
ご
ろ
に
現
況
届
の
用
紙
を

送
付
し
ま
す
。

現
況
届
の
記
載
内
容
を
確
認

し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

同
封
の
返
信
用
封
筒
(
切
手
不

要
)
で
、
必
ず
期
限
内
に
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
現
況
届
の
提
出
が
な
い

場
合
は
、
平
成
5
年
用
の
医
療

証
が
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
用
紙
が
届
か
な
い
場

合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
1
0
月
3
1日

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)
。

児
童
医
療
担
当

足
立
区
生
業
資
金

貸
付
対
象

一
般
の
金
融
機
関

か
ら
融
資
を
受
け
る
こ
と
が

困
難
で
、
こ
の
資
金
を
借
り

受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
独
立

の
生
計
が
立
て
ら
れ
、
次
の

要
件
に
該
当
す
る
方
　

▽
区
内
に
1
年
以
上
居
住
し

て
い
る

▽
原
則
と
し
て
、

世
帯
の
生
計
を
立
て
る
住
民

登
録
上
の
世
帯
主
で
あ
る

▽
事
業
を
拡
充
ま
た
は
新
規

に
始
め
る

▽
住
民
税
を
濳

納
し
て
い
な
い

▽
確
実
な

連
帯
保
証
人
を
I
人
つ
け
る

貸
付
限
度
額

―
世
帯
あ
た
り

図
万
円
以
内

利
率

年
3
.
3
%
(据
置
期
間
中

は
無
利
子
)

返
済
方
法
6
0
回
元
利
均
等
償

還
(
6
ヵ
月
据
置
)

申
込
方
法

申
込
潛
を
窓
口
に

提
出
(
用
紙
は
区
民
事
務
所

や
福
祉
事
務
所
に
も
あ
り
ま

す
)

受
付
期
間
1
0
月
1
2
日
～
2
2
日

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

宇
住
)
・
貸
付
係

リ
ハ
ビ
リ
訓
練
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

脳
卒
中
や
事
故
、
難
祠
な
ど

で
、
身
体
が
不
自
由
に
な
り
機

能
回
復
や
言
葉
、
日
常
生
活
の

こ
と
で
悩
ん
で
い
る
方
、
当
セ

ン
タ
ー
の
リ
(
ビ
リ
訓
練
に
通

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

次
の
よ
う
な
訓
練
を
行
っ
て

い
ま
す
。

▽
麻
痺
(
ま
ひ
)
し
た
手
足
の

回
復
を
は
か
る
訓
練

▽
再
発

予
防
や
機
能
維
持
の
た
め
の
健

乗
管
理

▽
言
葉
の
不
自
由
な

方
や
失
語
症
の
方
が
ご
つ
ま
く

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ

る
た
め
の
言
語
訓
練

▽
自
助

具
な
ど
を
利
用
し
て
料
理
を
作

る
等
の
、
家
事
動
作
訓
練

フ

編
み
物
な
ど
の
趣
味
を
み
つ
け

る
た
め
の
訓
練

▽
作
業
を
行

っ
て
就
労
を
め
ざ
す
訓
練

▽

更
衣
動
作
や
入
浴
動
作
等
を
ス

ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
の
訓
練

▽
交
通
機
関
利
用
や
移
動
動
作

を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
の
訓

練

▽
そ
の
他

理
学
療
法
士
、作
業
療
法
士
、

言
語
療
法
士
等
、
リ
(
ビ
リ
専

門
職・貝
が
、
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。自

力
で
通
え
な
い
方
は
、
送

迎
バ
ス
も
利
用
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

▽
東
部
障
害
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

　
(
5
6
　
8
2
)
5
3
7
0

▽
西
部

障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
　

　
(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

※
国
道
4
号
線

百
光
街
道
)

の
東
側
お
よ
び
千
住
地
区
に
お

住
ま
い
の
方
は
東
部
へ
、
西
側

お
よ
び
小
台
・
新
田
・
宮
城
地

区
の
方
は
西
部
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

戦
没
者
等
の
妻
・

父
母
、
戦
傷
病
者

等
の
妻
の
方
へ

次
に
該
当
す
る
方
は

、
特
別

給
付
金
の
請
求
が
で
き
ま
す

。

□
戦
没
者
等
の
妻

▽
第
4

回
特
別
給
付
金
れ
号
・・・
6
0

万
円
(
1
0
年
貭
還
の
国
庫
債

券
)

対
象

特
別
給
付
金
を
号
を
受
　

給
し
た
戦
没
者
等
の
妻
で

。

平
成
4

年
1
0
月
1
日
に
お
い
　

て
遺
族
年
金
等
を
受
給
し
て
　

い
る
方

▽
第
1
0回
特
別
給
付
金
ち
号
・
:
1
2
0

万
円
(
1
0
年
償
還
の
国
庫
債

券
)

対
象

平
成
4

年
1
0
月
1
日
に
　

お
い
て
遺
族
年
金
等
を
受
給

し
て
い
る
方
で

、
次
の
閇
罔

に
該
当
す
る
場
合

閇
第
4

回
特
別
給
付
金
ち
号

を
受
給
し
た
戦
没
者
等
の
妻

罔
第
6
回
特
別
給
付
金
へ
号

を
受
給
し
た
戦
傷
病
者
等
の

妻
で
、
昭
和
5
8年
3
月
3
1日

ま
で
に
、
そ
の
戦
傷
病
者
が

公
務
傷
病
が
原
因
で
死
亡
し

た
場
合

□
戦
没
者
の
父
母
・
祖
父
母

▽
第
7
回
特
別
給
付
金
か
号
…
6
0

万
円
(
5
年
償
還
の
国
庫
債

券
)

対
象

第
5
回
特
別
給
付
金
か

号
を
受
給
し
た
戦
没
者
の
父

母
・
祖
父
母
で
、
平
成
4
年

1
0月
1
日
に
お
い
て
遺
族
年

金
等
を
受
給
し
て
い
る
方

▽
第
9
回
特
別
給
付
金
り
号
・
:
6
0

万
円
(
5
年
償
還
の
国
圃
債

箜対
象

第
7
回
特
別
給
付
金
り

号
を
受
給
し
た
戦
没
者
の
父

母
・
祖
父
母
で
、
平
成
4
年

m一
月
1
日
に
お
い
て
遺
族
年

金
等
を
受
給
し
て
い
る
方

▽
第
1
4回
特
別
給
付
金
ほ
号
・
:
7
5

万
円
(
5
年
償
還
の
国
崖
債

券
)

対
象

第
9
回
特
別
給
付
金
ほ

月
を
溲
紹

し
た
戦
没

者
の
父
母

・
祖
父
母

で

、
平
成

4
年
1
0月

1
日
に
お

い
て
遺
族

年
金
等
を

受
給
し
て
　

い
る
方

□
戦
傷
病
者

等
の
妻

▽
第
1
3
回
特

別
紿
付
金
と
9
:
5

万
円

(
5
年
償
還

の

国

獣

債

券
)

対
象

第
6
　

回
特
別
給

付
金
へ
号
を

受
給
し
た
戦

傷
病
者
等
の

妻
で
、
昭
和

6
1年
9
月
3
0
　

日
ま
で
に
そ

の
戦
傷
病
者

が
公
務
傷
病

以
外
の
原
因

で
死
亡
し
た

場
合

請
求
期
限

平

成
7
年
9
月

3
0日

謂
求
・
問
合
せ

先

本
庁
舎

♀
住
)
・

民
生
係生

活
環
境

生
け
垣
づ
く
り

を
助
成
し
ま
す

ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
万
年
塀
を
生

け
垣
に
し
て
、
緑
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
み
ま
せ
ん

か
。生

け
垣
を
作
る
方
に
、
助
成

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
対
象

と
な
る
の
は
、
幅
4
m
以
上
の

道
路
に
面
し
た
箇
所
で
の
生
け

垣
や
植
樹
帯
の
造
成
工
事
。
ま

た
、
生
け
垣
づ
く
り
に
伴
う
塀

の
撤
去
費
も
助
成
し
て
い
ま

す
。
助
成
費
は
表
1
の
と
お
り

で
す
。
く
わ
し
く
は
。
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
庄
)
　

・
緑
化
係

表1 生け垣づくり助成費

豪上配の金額を超える場合は、自己負担となり、以下は実費を交付します
※ 特定地域とは「ま芍づくり活動地域」をいいます

10月は

違反屋外広告物

取り締まり月間です

最
近
、
屋
外
広
告
物
法
や
東

京
都
屋
外
広
告
物
条
例
に
違
反

し
た
立
看
板
や
は
り
紙
な
ど

が
、
大
量
に
所
か
ま
わ
ず
張
ら

れ
、
ま
ち
の
景
観
を
著
し
く
損

ね
、
歩
行
者
や
自
転
車
の
通
行

を
妨
げ
て
い
ま
す
。区
で
は
、

こ
れ
ら
の
違
反
広
告
物
に
つ
い

て

、
自
主
撤
去
の
指
導
や
除
却

措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
解

消
す
る
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。1
0

月
は
取
り
締
ま
り
月
間
で

す
。
違
反
広
告
物
令
な
く
す
た

め
、
な
お
I
觸
の
指
導
に
努
め

ま
す
が
、
広
告
主
や
屋
外
広
告

業
者
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

屋
外
広
告
物
を
掲
出
し
ぷ
つ

と
す
る
と
き
は
、
許
可
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
広
告
物
を
道
路

上
(
上
空
を
含
む
)
に
掲
出
す

る
場
合
は
、
道
路
法
に
基
づ
く

道
路
占
用
の
許
可
と
道
路
交
通

法
に
基
づ
く
道
路
使
用
の
許
可

(所
轄
警
察
署
)
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
相
談
を

し
て
く
だ
さ
い
。

屋
外
広
告
物
は
、
ル
ー
ル
を

守
っ
て
褐
出
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

路
政
課

(
3
8
8
0
)
5
2
3
1

水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た

次
の
地
域
の
水
洗
化
か
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

に
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工

事
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

開
始
年
月
日

表
2
の
と
お
り

問
合
せ
先

下
水
道
局
小
菅
分

室
(
5
6
8
0
)
6
3
3
1
　

な
お
、
水
洗
化
工
事
の
融
資

あ
っ
せ
ん
ん
制
度
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

計
画
調
整
課
助
成
係

(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表2 水洗化可能地域

相

談

1
0
月
1
1
日
～
1
7
日
は

行
政
相
談
週
間

毎
日
の
暮
ら

し
の
中
で

、
各

省
庁

、
公
社

、

公
団

、
区
役
所

等
、
役
所
の
仕

事
に
関
す
る
要

望
や
意
見
・
苦

哂
は
あ
り
ま
せ

ん
か

。
そ
の
よ

う
な

と

き

は

「
行
政
相
談
委

員
」(
表
3
)

が

相
談
に
応
じ
て

い
ま
す

。

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
と

住
民
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
総
務

庁
長
官
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間

有
識
者
で
、
皆
さ
ん
か
ら
の
相

談
を
お
受
け
し
適
切
な
措
置
や

助
言
を
行
う
な
ど
、
身
近
な
と

こ
ろ
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

総
務
庁
で
は
、
皆
さ
ん
に
行

政
相
談
制
度
を
よ
り
い
っ
そ
う

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎

年
1
0月
に
「
行
政
相
談
週
間
」

を
設
け
、
各
種
の
行
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。

区
で
も
次
の
と
お
り
行
政
特

設
相
談
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
、
秘
密
厳
守
で
す
。

日
時
・
場
所

▽
拍一
月
1
4日
・

1
5日
…
西
新
井
サ
テ
ィ
正
面

玄
関
(
西
新
井
駅
東
口
)
　

▽
1
0月
1
6日
・
:本
庁
舎

♀

住
)
・
区
民
相
談
室

(い
ず
れ
も
午
後
1
時
I
　
4

時
)

※
な
お
、
行
政
相
談
は
次
の

と
お
り
常
設
し
て
い
ま
す
。

日
時

毎
月
第
3
金
曜
日
、

午
後
1
時
I
4
時

場
所
・
問
合
せ
先

本
庁
舎

♀
住
)
・
区
民
相
談
室

寮
行
政
相
談
委
員
は
手
紙
、

電
話
、
面
接
で
も
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

鴦q 行政相談委員

ひ
ろ

ば
※
先
着
順
で
、
1
団

体
1
事
業
、
3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。
'

投
稿
先
・
:広
報
課

=
催
し
物
=

☆
有
料
老
人
ホ
ー
ム
入
居
者

へ
の
相
談
民
間
の
有
料
老

人
ホ
ー
ム
に
入
居
し
た
い

が
、ど
う
い
う
基
準
で
選
ん

だ
ら
よ
い
か
、な
ど
の
相
談

に
応
じ
ま
す
(
無
料
ン
午
前

9
時
～
正
午
(
日
・
祭
日
除

く
)
/
サ
ン
老
人
福
祉
会
・

奥
田
　
(
3
6
0
5
)
6
8

☆
第
3
期
区
民
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
の
夕
べ
1
0
～
1
2
月
の

第
2
・
4
木
曜
日
、
午
浚
6

時
3
0
分
～
9
時
/
千
寿
第
三

小
体
育
館
/
無
料
/
1
6歳
以

上
/
上
履
持
参
/
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
連
盟
・
長
谷
部

　

(
3
8
8
1
)
9
0
6
5

☆
フ
ナ
つ
り
大
会
1
0

月
1
8

日
(
日
)
、
午
前
6
時
北
千
住

駅
西
口
集
合
/

バ
ス
/

雨
天

決
行
/

千
葉
県
与
田
浦
/

大

人
4

千
円
、
中
学
生
以
下
2

千
緊
円
/

定
員
5
0
人
/

初
心

者
に
も
指
導
/

足
立
新
釣
会

・
清
水

　
(
3
8
9
7
)
6
6
8
7

☆
し
ま
ね
園
祭
▽
1
0
月
1
2

-
1
8
日
、午
前
1
0
時
～
午
後

5
時
…
書
道
、俳
句
、貼
(
は
)

り
絵
、手
芸
作
品
等
の
展
示

▽
1
0
月
1
4
日
(
水
)
、午
前
1
0

時
～
午
後
3
時
・
:
演
芸
大

会
、
午
前
H

時
3
0分
～
午
後
2

時
3
0
分
…
模
擬
店

▽
1
0

月
1
8
日
(
日
)
、午
後
1
時
～

2
時
3
0
分
…
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ

ザ
ー
、
午
後
1
時
3
0
分
～
2

時
3
0
分
…
お
し
る
こ
サ
ー
ビ

ス
(
先
着
1
0
0
人
)
/
し
ま
ね

園
　
(
3
8
8
5
)
4
6
0

1
(
島
根
2
1
2
4
-
2
)

☆
モ
ン
テ
ッ
ソ
ー
リ
教
育
講

演
会
(
コ
ス
ミ
ッ
ク
教
育
の

理
論
と
実
際
)
H
月
H
日

(
水
)
、午
後
1
時
3
0
分
～
5

時
/
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
/
4

千
円
/
う
め
だ
「子
供
の
家
」

(
3
8
8
9
)
8
8
0
0

☆
手
話
講
習
会
(
入
門
)
1
0

月
1
3
日
～
1
1
月
2
4
日
の
毎
週

火
曜
日
口
月
3
日
を
除

く
)
、午
後
7
時
～
8
時
3
0
分

/
竹
の
塚
障
害
福
祉
会
館

(
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
ー
階
)
/
5
0
0

円
/

林
　
(
3
8
8
3
)
6
9
3
0
(

午
後
6

時
以
降
)

掲示
板

□
1
0
月
1
0
日
、目
の
愛
腫
デ

ー
眼
科
健
康
相
談
(
無
料
)

日
時
1
0
月
1
0
日
玉
)
、午
　

前
m
一
時
～
午
後
4
時

場
所

新
宿
ル
ミ
ネ
2
7
　

階
ル
ミ
ネ
ホ
ー
ル
ア
ク
ト

問
合
せ
先

東
京
都
眼
科
医

会

　
(
3
3
5
3
)
8

□
「
法
の
日
」無
料
相
談

日
時
1
0
月
H
日
百
)
、午
　

前
1
0
時
～
午
後
4
時

場
所

西
新
井
区
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
(
サ
テ
ィ
4
階
)
　

相
談
コ
ー
ナ
ー

相
談
内
容

土
地
・
建
物
の

調
査
・
測
量
、
境
界
問
題

お
よ
び
不
動
産
の
表
示
登

記
の
相
談

相
談
担
当

東
京
土
地
家
屋

調
査
土
会

足
立
支
部

後
援

東
京
法
務
局

問
合
せ
先

東
京
土
地
家
屋

調
査
土
会

足
立
支
部
長

・
野
口

　
(
3
8
5
3
)
　
9
}
0
7
9

□
全
国
防
犯
運
助

締
め
出

そ
う
暴
力
団
は
街
の
敵
・
さ

し
の
べ
る
手
の
ぬ
ぐ
も
り
を

ど
の
子
に
も
・
か
ぎ
一
つ
安

心
し
な
い
で
も
う
一
つ

Λ
千
住
・
西
新
井
・
綾
瀬

警
察
署
V

☆11月3日 のバザーに出品 する日 用品 、雑貨、贈答品等の提供をお願いし ます/10 月15日締め切り/ 保 育室なかま 　( 3886) 7287
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健

康

精
神
保
健
講
演
会

病
気
の
基
礎
と

家
族
の
対
応

粫
神
障
害
者
が
回
復
し
て
い

く
た
め
に
は
、
適
切
な
家
族
の

対
応
が
大
切
で
す
。
柯
気
の
基

礎
と
対
応
の
仕
方
に
つ
い
て
、

専
門
医
の
わ
か
り
や
す
い
ア
ド

バ
イ
ス
を
中
心
と
し
た
講
演
会

で
す
。
ぜ
ひ

、
ご
参
加
く
だ
さ

し日
時
1
0
月
2
0日
(
火
)
、午
後

2
時
I
4
時
(
受
付
午
後
1
　

時
3
0分
)

場
所

足
立
保
健
所
分
室

対
象

精
神
障
害
者
の
家
族
の

ぢ
講
師

天
笠

崇
氏
(
代
々
木

祠
院
梢
神
科
医
師
)

定
員
3
0
人
(
先
着
順
)

申
込
方
法

電
話

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健

所

保
健
婦

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
講
演
会

家
族
の
関
係
、
見

直
し
ま
せ
ん
か

飲
酒
に
ま
つ
わ
る
問
題
は
、

本
人
の
健
康
上
の
障
害
だ
け
で

な
く
、
家
庭
や
職
場
を
呑
き
込

ん
で
深
刻
な
も
の
へ
と
進
ん
で

い
き
ま
す
。
健
全
な
夫
婦
関
係

・
親
子
関
係
と
は
な
に
か
を
考

凡
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
1
0
月
2
3
日
(
金
)
、午
後
　

2
時
～
4
時
(
受
付
午
後
―

時
3
0分
)

場
所

足
立
保
健
所

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
方

講
師

稲
田
隆
司
氏
(
ア
ヤ
メ

病
院
精
神
科
医
師
)

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保
健

所

保
健
婦

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

お
し
ら
せ

区
役
所
本
庁
舎
(
千
住
)

地
下
駐
車
場

の
お
休
み

庁
舎
点
検
の
た
め
、1
0月
1
0

日
(
祝
日
)
は
。
地
下
駐
車
場
が

利
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先

聨
足
立
区
ま
ち
づ

く
り
公
社

(
3
6
0
4
)
7
7
6
1

検
察
審
査
員
候
補

予
定
者
訪
問
調
査

に
ご
協
力
を

区
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

職
員
が
今
月
の
中
旬
以
降
。
検

察
審
査
会
審
査
員
候
補
予
定
者

の
訪
問
調
査
を
行
い
ま
す
。

検
察
審
査
会
と
は
、
選
挙
権

を
有
す
る
一
般
国
民
の
中
か

ら
、
く
じ
で
選
ば
れ
た
H
人
の

審
査
員
で
構
成
さ
れ
、
検
察
官

が
事
件
を
起
訴
し
な
か
っ
た
(

不
起
訴
処
分
)
こ
と
の
よ
し
あ

し
を
審
査
す
る
組
織
で
す
。

今
回
、選
挙
人
名
簿
か
ら
「
く

じ
」
で
選
ば
れ
た
検
察
審
査
員

候
補
予
定
者
の
方
々
に
は
、
通

知
を
郵
送
後
、
訪
問
調
査
に
う

か
が
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
不
在
の
と
き
は
、
連

絡
票
を
置
い
て
い
き
ま
す
の
で

係
員
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)
・

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

年

金

社
会
保
険街頭

相
談

今
月
は

、『
国
民
年
金
制
度
推

進
月
間
』
で
す

。

国
民
年
金
や

、
厚
生
年
金
な

ど
、
社
会
保
険
制
度
全
般
に
つ

い
て
知
り
た
い
方
や

、
わ
か
ら

な
い
事
が
あ
る
方
の
た
め
に

。

区
内
の
2

ヵ
所
で
街
頭
相
談
を

行
い
ま
す

。

日
時
・
場
所

▽
1
0
月
2
0
日

(
火
)
・
:竹
の
塚
駅
前
東
口
広

場

▽
1
0
月
2
1
日
(
水
)
…
北

千
庄
駅
西
ロ
ル
ミ
ネ
前
(
両

日
と
も

、
午
前
1
0
時
か
ら
午

浚
4

時
ま
で
受
付
)

※
当
日
は
、
足
立
社
会
保
険
事

務
所
の
年
金
担
当
官
に
よ
る
、

個
別
相
談
が
受
け
ら
れ
る
ほ
か

血
圧
測
定
も
行
い
ま
す

。
お
気

軽
に
お
こ
し
く
だ
さ
い

。

共
催

足
立
社
会
保
険
事
務
所

足
立
区
・
東
京
社
会
保
険
協

会
足
立
支
部
・
足
立
社
会
保

険
委
員
会

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

第
3
号
手
続
き

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
で
、
夫

が
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て

お
り
、
そ
の
扶
養
と
な
っ
て
い

る
2
0歳
以
上
6
0歳
未
満
の
方
は

手
続
き
岑
夛
る
こ
と
で
国
民
年

金
第
3
号
被
保
険
者
と
な
り
ま

す
。区

役
所
に
あ
る
届
け
阿
に
、

夫
の
動
め
先
で
証
明
を
受
け
、

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

夫
が
国
民
年
金
を
や
め
て
厚

生
年
金
な
ど
に
加
入
し
た
時
は

も
ち
ろ
ん
、
夫
が
転
職
し
た
時

に
も
、
あ
ら
た
め
て
届
け
出
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

第
3
号
被
保
険
者
の
保
険
料

は
、
夫
が
加
入
し
て
い
る
年
金

制
度
全
体
で
負
担
す
る
し
く
み

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
夫
の
保

泱
料
が
増
え
る
こ
と
も
、
自
分

で
納
め
る
必
要
も
あ
り
ま
せ

ん
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

国
民
年
金
課
適
用
係

(
。3
8
8
0
)
5
1
5
1

6
0歳
説
明
会
の

お
知
ら
せ

年
金
制
度
の
し
く
み
と
受
給

手
続
き
に
つ
い
て
、6
0歳
を
迎

え
た
方
を
対
象
に
、
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

日
時
1
0
月
2
3日
(
金
)
、
午
前

1
0時
と
午
後
2
時
の
2
回

場
所

中
央
本
町
庁
舎
・
3
階

会
議
室

対
象

昭
和
7
年
H
月
2
日
1
　
1
2

月
1
日
生
ま
れ
の
方

寮
対
象
者
に
は
、
別
に
通
知
し

ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
屎
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

住
ま
い

1
0月
1
1
-
1
7日

違
反
建
築

防
止
週
間

1
0
月
1
1
‥
～
1
7
日
は
、全
国
一

斉
の
違
反
建
築
防
止
週
問
で

す

。区
で
は
、1
0
月
1
4日
に
違
反

建
築
取
り
締
ま
り
の
た
め
、
一

斉
公
開
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

ま
す
。

こ
れ
は
平
常
の
監
視
活
動
を

強
化
し
、
違
反
建
築
工
事
を
早

期
に
発
見
し
、
違
反
を
な
く
し

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

を
目
指
す
も
の
で
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
支
千
庄
)
。

建
築
監
察
係

募

集

事
業
主
の
方
へ

職
親
募
集

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
区
で
は

仕
事
を
通
し
て
吶
神
障
害
者
の

社
会
復
帰
を
援
助
し
て
い
た
だ

け
る
事
業
所
(
職
親
)
を
さ
が

し
て
い
ま
す
。

職
親
制
度
(
通
院
患
者
リ
(

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
)と
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
精
神
障

害
者
を
訓
練
生
と
し
て
指
導
、

援
助
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
所

に
関
係
機
関
職
員
が
支
援
す
る

ほ
か
経
済
的
援
助
(
協
力
事
業

所
に
奨
励
金
と
し
て
、1
日
2

千
円
、
訓
練
生
に
1
日
1
千
円

の
手
当
を
原
則
と
し
て
6
ヵ

月
、
最
長
3
年
間
支
給
)
を
行

う
制
度
で
す
。

お
電
話
い
た
だ
け
れ
ば
職
員

が
説
明
に
う
か
が
い
ま
す
。

問
合
せ
先

足
立
作
業
訓
練
所

(
3
8
8
3
)
7
1
7
7

教

育

平
成
5
年
4
月
入
園

私
立
幼
稚

園
児
募
集

受
付
開
始
H

月
1
日

対
象
3
・
4
・
5
歳
児
(
昭
　

和
6
2
年
4
月
2
日
～
平
成
2
　

年
4
月
1
日
生
)

※
願
書
は
、1
0月
1
5日
か
ら
各

幼
稚
園
で
配
付
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

各
私
立
幼

稚
園

平
成
5
年
4
月
入
園

区
立
幼
稚

園
児
募
集

募
集
す
る
園
表
4
の
と
お
り

対
象
区
内
在
住
の
4
歳
児
　
　

(
昭
和
6
3
年
4
月
2
日
～
平
　

成
元
年
4
月
1
日
生
)
・
5
　

歳
児
(
昭
和
6
2
年
4
月
2
日
　
～

昭
和
6
3
年
4
月
1
日
生
)

受
付
日
時
1
1
月
2
日
・
4
日
　
　

(
午
後
1
時
叩
分
～
3
時
3
0
　

分
)

受
付
場
所

入
園
希
望
の
各
区

立
幼
稚
園

※
募
集
要
項
、
申
込
用
紙
は
、

各
区
立
幼
稚
園
・
区
民
事
務
所

・
教
育
委
員
会
で
1
0
月
1
5
日
か

ら
配
付
し
ま
す

。

な
お

、
幼
稚
園
で
の
配
布
は

午
前
9

時
か
ら
午
後
3

時
3
0分

ま
で
(

土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

で
す

。

選
考
日

第
一
次
選
考
は
、
い
‥

月
5

日
に
入
園
希
望
の
各
幼

稚
園
で
行
い
ま
す

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀

住
)
・

学
事
第
二
係

表4 区立幼稚園一覧

就
学
時
健
康
診
断

を
実
施
し
ま
す

来
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学

す
る
お
子
さ
ん
を
対
象
に
「
就

学
時
健
康
診
断
」
を
実
施
し
ま

す
。保

護
者
あ
て
の
通
知
書
は
1
0

月
9
日
ご
ろ
に
発
送
予
定
で
す

の
で
、
指
定
さ
れ
た
日
時
・
場

所
で
忘
れ
ず
に
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
区
立
小
学
校
に
入
学

を
希
望
す
る
外
国
人
の
方
で
、

ま
だ
入
学
申
請
の
手
続
き
を
し

て
い
な
い
方
は
、
お
子
さ
ん
の

外
国
人
登
録
証
明
書
(
手
帳
)

を
持
参
し
、
学
事
第
一
係
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
庄
)

・
保
健
給
食
係
袤
た
は
学

亊
第
一
係

みんなの健康
足 立 保 健 所 　3855- 4151
干 庄 保 皿 所 　3888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　3896- 4004
東 和 保 健 相 麟 所 　3606- 4171
中央本叨保健 相談所 　3880- 5351
本庁合(干住)・保健予防係 　38R71111 ㈹
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食
生
活
改
善
月
間

健

康
は
バ
ラ
ン
ス

の

と

れ
た

食

事

か
ら

食
生
活
が
多
様
化
し
、
最

近
で
は
。
簡
単
な
調
理
済
み

食
品
や
、
市
販
の
お
そ
う
ざ

い
の
種
類
も
た
く
さ
ん
増
え

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

に
頼
り
す
ぎ
る
と
、
カ
ル
シ

ウ
ム
や
鉄
、
ビ
タ
ミ
ン
な
ど

が
不
足
し
が
ち
と
な
り
、
栄

養
の
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
や

す
く
な
り
ま
す
。

ご
く
あ
た
り
前
の
こ
と
で

す
が
、
健
康
を
保
つ
た
め
に

は
、「
必
要
な
栄
餐
素
を
ま
ん

べ
ん
な
く
と
る
こ
と
」
が
一

番
で
す
。

牛
乳
を
飲
む
、
野
菜
料
理

を
一
品
加
え
る
な
ど
、
あ
な

た
も
、
ち
ょ
っ
と
ひ
と
工
夫

で
健
康
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り

ま
す
。

※
保
健
所
・
保
健
相
談
所
で

は
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
の
た

め
の
食
卓
づ
く
り
の
お
手
伝

い
と
し
て
各
種
講
演
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
日
程

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

□
食
生
活
講
演
会

日
時
1
0
月
1
3日
(
火
)
、午

後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

場
所

青
年
セ
ン
タ
ー

内
容

「
や
っ
て
み
た
い
。

見
て
み
た
い
、
健
康
づ
く

り
」

講
師

田
代

浩
二
氏
(
日

本
社
会
体
育
専
門
学
校
)

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
保

健
所

栄
餐
士

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

□
食
と
健
康
教
室
(
二
日
制
)

日
時
▽
1
0
月
1
4
日
(
水
)
　

・
・
・
午
前
1
0
時
～
正
午
▽
　

1
0
月
1
9
日
(
月
)
…
午
後
1
　

時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

場
所

江
北
保
健
相
談
所

内
容

▽
1
日
目
…
「
ホ
ン

ト
に
足
り
て
る
?

緑
の

野
菜
」
▽
2
日
目
・
:
「
ホ

ン
ト
に
足
り
て
る
9
・
あ

な
た
の
動
き
」

申
込
・
問
合
せ
先

江
北
保

健
相
談
所

栄
養
士

{
‥一(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

加
工
食
品
に
多

い
食
品
添
加
物

手
軽
さ
に
、
つ
い
買
つ
て

し
恚
つ
加
工
食
品
。
で
も
、

結
構
使
わ
れ
て
い
る
食
品
添

加
物
。

た
と
え
ば
、
ど
こ
の
家
庭

に
も
あ
り
そ
う
な
(
ム
や
ウ

イ
ン
ナ
ー
、ソ
ー
セ
ー
ジ
な

ど
の
食
肉
製
品
に
は
、
い
ろ

い
う
な
添
加
物
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。(
右
下
表
)

区
内
で
売
ら
れ
て
い
る
食

肉
製
品
の
発
色
剤
を
検
査
し

た
と
こ
ろ
、
す
べ
て
基
準
値

以
内
で
し
た
が
、
大
半
の
商

品
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

(発
色
剤

▽
使
用
あ
り
…
9
3

・
4
%
▽
使
用
な
し
・
:
6

・
6
%
)
き
れ
い
な
ピ
ン
ク

色
は
、
こ
の
た
め
だ
っ
た
の

で
す
。

食
品
添
加
物
は
、
広
域
流

通
を
可
能
に
し
た
り
食
生
活

を
豊
か
に
し
て
ぐ
れ
ま
す
。

用
途
か
ら
分
類
す
る
と
、
(

1
)
製
造
に
不
可
欠
な
も
の
(

2
)
保
存
性
を
良
く
す
る

(
3
)
品
質
を
向
上
さ
せ
る

(
4
)
風
味
や
外
観
を
良
く
す
る
(

5
)
栄
養
を
強
化
す
る

の
5
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

添
加
物
の
取
り
す
ぎ
は
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
保

存
料
が
入
っ
て
い
な
い
も
の

は
、
な
る
べ
く
早
く
食
べ
き

る
な
ど
の
注
意
が
必
要
で

す
。見

た
目
の
美
し
さ
に
思
わ

さ
れ
ず
、
表
示
を
良
く
見
て

選
び
、
加
工
食
品
々
上
手
に

付
き
合
い
ま
し
ょ
う
。

Λ
衛
生
試
験
所
▽

ポークソ ーセージ( ウインナー) |
啄肉、結着材料( でん粉、植物性
たん白、脱脂粉乳)、食塩、水あめ、
砂糖、ポークエキス、香辛料、調味駟1(
アミノ酸等) 、リン酸塩( Na) 、
保存料(ソルビン酸) 、DH調整剤、
酸化防止剤( ビタミンC) 、発色剤(
亜硝酸Na) 、くん波
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放送大学
東京第三学習
センター

10月1 日 事務室開設

生
涯
学
習
へ
の
関
心
が
高
ま

る
中
、
無
試
験
で
入
学
で
き
る

大
学
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い

る
「
放
送
大
学
」
。
そ
の
東

京
第
三
学
習
セ
ン
タ
ー
の

事
務
室
が
、
1
0
月
1
日

、

東
部
区
民
ホ
ー
ル
施
設
内

に
開
設
さ
れ
ま
し
た

。
事

務
室
で
は
今
後

、
平
成
5

年
4

月
開
校
へ
向
け
て

、

そ
の
準
備
を
進
め
て
い
き

ま
す

。

こ

の
学
習
セ
ン

タ
ー

は

、
放
送
大
学
の
学
生
が

効
果
的
に
学
習
を
進
め
る

た
め
の
施
設
で
す
。こ
こ
で
は

、

大
学
教
員
に
よ
る
面
接
授
業
や

単
位
認
定
試
験
が
行
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
学
習
上
の
様
々
な

悩
み
に
教
員
が
直
接
答
え
る
学

習
相
談
、
図
書
の
閲
覧
や
貸
し

出
し
、
放
送
さ
れ
た
講
義
の
再

視
聴
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
ほ

か
、
教
員
や
学
生
同
士
が
サ
ー

ク
ル
活
動
等
を
通
じ
て
ふ
れ
あ

う
こ
と
の
で
き
る
大
切
な
場
と

も
な
り
ま
す
。

区
で
は
、
一
人
で
も
多

く
の
区
民
の
皆
さ
ん
が
放

送
大
学
で
学
べ
る
よ
う
、

大
学
と
協
力
・
連
携
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域

に
開
か
れ
た
大
学
と
な
る

よ
う
、
公
開
講
座
の
開
催

や
学
習
セ
ン
タ
ー
の
施
設

・
設
備
の
開
放
等
に
取
り

組
み
、
区
民
の
皆
さ
ん
の

生
涯
学
習
の
場
と
し
て
い

く
予
定
で
す
。

問
合
せ
先

放
送
大
学
東
京
第

三
学
習
セ
ン
タ
ー
事
務
室
　

　
(
3
6
0
5
)
2
6
6
1

第
4
5回

区
民
体
育
大
会

□
弓
道
大
会

日
時
1
0
月
1
8日
百
)
、午
前

1
0時

場
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
種
目

▽
個
人
戦

▽
団
体
戦

費
用
5
0
0円
(
当
日
会
場
へ
持

参
)

申
込
方
法

電

話
申
込
期
限
1
0
　

月
1
8日

申
込
・
問
合
せ
先

名
倉
靖
　

　
(
3
8
8
1
T
7
0
4

□
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
大
会

日
時
H
月
2
9
日
(
日
)
、午
前
　

9
時
～
午
後
4
時

場
所

佐
野
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
住
・
在
動
・
在

学
の
方

種
目

年
齢
別
個
人
戦
(
園
児

の
男
女
別
、
小
学
校
低
学
年

・
高
学
年
の
部
、
一
般
A
・

B
の
部
)

費
用
2
0
0円
(
当
日
会
場
へ
持

參
)

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加
種

目
を
明
記

申
込
期
限
1
0
月
3
1日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

齊
藤
安
江

〒
毘
(
町
I
-
9
-
5

(
3
8
8
4
)
0
9
0
0

□
少
林
寺
拳
法
大
会

日
時
1
0
月
2
5日
百
)
、午
後

1
時

場
所

竹
の
塚
小
学
校

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
、
お
よ
び
連
盟
会
員

種
目

▽
咀
演
武

▽
団
体
演

武
費
用

▽
小
学
生
・・
1
0
0円

▽

中
学
生
…
2
0
0円

▽
一
般
・・・

千
円
(
当
日

会
場
へ
持

参
)

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
級
お
よ

び
段
位
を
明
記

申
込
期
限
1
0
月
1
0日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

坂
井
圭
子

干
1
2
0千住
旭
町
4
0
-
2
5

(
3
8
8
1
)
6
7
0
5

生 活 用 品
大バザーに

ご寄贈を
1
0月
2
3・
2
4日
、
エ
ル

ーソ

フ
ィ
ア
で
行
う
「
足
立
区
消
費

者
展
」
の
中
で

星
活
用
品
大

バ
ザ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
バ
ザ
ー
に
、
再
活
用
が

で
き
る
日
常
生
活
用
品
の
寄
贈

を
お
願
い
し
ま
す
。
た
だ
し
、

食
料
品
や
医
薬
品
、
化
粧
品
、

動
植
物
、
消
耗
が
激
し
い
も
の

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。
使

う
方
の
身
に
な
っ
て
、
十
分
使

用
で
き
、
清
潔
で
安
全
な
も
の

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
売
上
金
は
社
会
福
祉

協
議
会
籌
に
寄
付
し
ま
す
。

受
付
日
時
1
0
月
1
5日
采
)
、

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

受
付
場
所
・
問
合
せ
先

消
費

者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

情 報 コ ー ナ ー 世帯と人口( 4 年9 月1 日 現在)
世 帯255, 052
人 口646, 484 人
男328, 784 人
女317, 700 人

青年セ ンタ ーの催 し
映 像で見る 世界/ 第17回

アジア太平洋の
文化にふれる

日時10月21日( 水) 、午後7時～　
9 時

内容E> アジア太平洋の祭り
[ >アジア太平洋の民俗舞踊
(いずれもユネスコアジア文化
センター提供)

申込方法 当 日、直接会場へ

青年ボランティア体験講座
自然のすばらしさを伝える

まず自然のすぱらしさを体験す
ることが、環境を守ることの大切
さを知る第一歩。今回は、その体験
を一人でも多くの人にしてもらう
ための、様々な方法を学びます。
日時10月18日( 日) 、午前10時～　
午後1 時

場所 都立水元公園
対象高校生～30歳までの青年男　
女

定員X10 人( 先着順)
申込方法 電話

※ 軍手と筆記用具をご持参くださ
い。

地 球 環 境 セ ミ ナ ー
第3 回熱帯林の危機と日本　

熱帯林の危機が大きな問題とな
っている今。日本は何ができるの
かを考えます。
日時10月29日( 木) 、午後7時～　
9 時

講師 サラワクキ ャンペーン委員
会スタッフ

定員 青年男女40人( 先着順)
申 込方法 電話

子育てを応援します
10月の子育てサロン

日時10月21日〔水〕、午前10時～　
正午

申 込方法 当 日、直接会場へ
いずれも

費用 無料
場所 〔青年ボランテ ィア体験講座
を除< 〕・申込・問合せ先 青年セ
ンタ ー 　3890 ―0061

『住 区まつり』の
ご 案 内

区内各 地域の住 区センタ ーで
は、10月から11月にかけて、上表
のとおり、「住区まつり」を閧催し
ます。
普段、児童館や老人館を利用し

ている皆さんの作Ξ品展、芸能大会
などのほか、模擬店も出店し ます
ので、ぜひお 出かけください。
問合せ先 中央 本町庁舎・コミュ
ニティ推進課 　3880 ―5199

住区まつり日程一覧 老人会館の催し
□ 書道教室
日時10月～3月までの第2・4　
火曜日( 計11回) 、午後1時～2　
時30分
内容 書道を 基礎から学びます
定員30 人( 抽選)
□ いけ花教室
日時10月～3月までの第2・4　
水曜日( 計11回) 、午前10時～正　
午

内容 柳古流生花を基本から学び
ます

定員30 人( 抽選)
いずれも

対象60 歳以上の区民
費用 無料( 材料費実費負担)
申込方法 電 話、または直接窓 口
申込期限10 月16日
場所・申込・問合せ先 老人会館

3859- 9732

( 仮称) 干住温水プール

すてきな愛称を
平成5 年4 月、新たに開校する
千寿本町小学校の地下1 階にでき
るF( 仮称) 千 庄温水プー ル」。そ の
愛价を募集し ます・
このプ ールは、学校で使用する

時間以外は、区民の皆さんが利用
できる開かれた施設( 一般用25m
× 6 コース、幼児用3 尻× 11m)
となります。
皆さんのご応募をお待ちしてい
ます。
応募資格 区内刪 主・在勤の方
応募方法 ハガキに住所、氏名、
年齢、職業、電話番号、「愛称」
およびその理由を明記( 1 枚に
つき1 点に限る)

応募期限10 月23日消印有効
※ 愛称採用者および応募者の中か
ら、抽選で10人の方に記念品を差
し上げます。
申込・問合せ先 本庁舎( 千住) ・
体育課 　3882―1111㈹

足
立
6
0景
展

区制60周年を記念して
制定した区内の名勝60景
を、心に残る作品として
公募。今回は、その中の
入賞作品を展示します。
期間[ >絵画・・・10月8日　～

12日[ >写真・俳句・　
短歌‥ ・10月15日～20日

時間午前I ( 貰吻30分～午　
後8 時30分。ただし、10　
月20日は午後4 時まで

会場 北千住ルミネ7 階
CWI z サロン)

問合せ先 本庁舎( 千住) 　
・文化振興係

3882―1111H

まつり・あだち60

歩け歩け大会
遅いあなたが主役です。「運動は

チョツト… 」という皆さんも、気
持ちの良い秋風を受けながら歩い
てみませんか。
日時10月10日( 祝) 、午前9時3( ) 　
分スタート。受付は午前9時～　
9 時20分( 雨天中止)

コース虹の広場～西新井橋～栗　
原アンダーパス～竹の塚センタ　
ー～元測江公園～総合スポーツ　
センタ ー( 約10㎞)

申込方法 当日、受付時間にスタ
ート地点( 荒川千住新橋緑地・
虹の広場) へ
※ 参加者には、サン バイザーを差
し 上げます。昼食は、各自でご持
参ください。当 日は模擬店も出店。
問 合せ先 本庁舎( 千住) ・体育振
興{系 　3882―1111ぐ怐

女と 男のフリ ースペース

沖縄・女性史・そして私

9 月に本土復帰20年を迎えた沖
縄で開催された「第5 回全国女性
史研究 交流のつどいj 。そのつどい
に参加した足立女性史研究会の方
々をゲストに招き、沖縄で 見゙て、、
感゙じて、　 学゙んだ、、ことを報告し
ていただき ます。男性の方も大歓
迎です。
日時10月15日( 木) 、午後6時30　
分～8時3C}分

費用 無料
申込方法 電話、または直接窓口
場所・申込・問合せ先 女性総合
センタ ー 　3880―5222

深秋の区内施設めぐり
―足立区観光協会主催―

日時11 月5 日( 木) 、午前8 時40　
分に本庁舎( 千住) 前集合

主な見学先( 予定) 大駑神社( 酉
の市) 、葛西用水親水水路、総合
スポーツセンターほか

定員40 人( 抽選)
費用 じ>観光協会会吽・・1, 500円　
　会員以 外・・・2, 000円( いずれも

昼食付き、当日現地支払い)
申込方法 往復ハガキに申込者全
員の住所、氏名、年齢、電話番
号、会員・会員以外の別、「施設
めぐり希望」と明記

※ 1 枚で4 人まで応募可。重複八
ガキは無効となります。
申込期限10 月12日消印有効
申込・問合せ先 足立区観光協会
事務局 〒120中央本町1- 17- 　1
中央本町庁舎・産業振興課内

3880 ―5191

ボランティア養成講座
東部障害福祉総合センター

ボランティア活動を紹介した映
画「いつもとちがう日曜日」の上
映と懇談会を行います。
ボランティアをしてみたいと思

っている方や関心のある方は、お
誘い合わせのうえ、ぜひご参加く
ださい。
日時10月6日( 火) 、午前1叩寺～　
正午( 無料)

申込方法 当日、直接会場へ
場所・問合せ先 東部障害福祉総
合センタ ー

05682 ―5370RECYCLEPAPER
一森林資源を大切にー

I . H. 240, 000


